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Hospital Topics ～有田市立病院～

第2回：人々をつないだ安諦橋

　文化福祉センター
の南側に架かる安諦
橋が初めて架橋され
たのは、今から約
１３０年前でした。
　安諦橋架橋に心血

を注いだのが、田中善左衛門です。善左衛門は、橋をか
けることで多くの人の交通の便が良くなると考えました
が、橋によって水治がそがれ川の氾濫がふえるなどの心
配の声もありました。善左衛門は、人々の説得に明け暮れ、
明治18年11月にようやく架橋が叶います。架橋後も安
諦橋が流失しないように、善左衛門は、重石がわりに自
宅の先祖伝来の庭石を運び出し橋の上へ据えたといいま
す。
　その後、数度安諦橋は流失してしまいますが、橋が流
される度に架橋し直され、人々にとってはなくてはなら
ない橋となりました。
　いつも通る安諦橋は、流されることのない郷土発展へ
の熱い想いを持った傑士のたまものだったのです。

5月14日は、得生寺の会式

　「会式」とは、「来迎会式」からとったもので、ほかに
は「迎講」・「練供養」とも呼ばれています。会式は、中
将姫の来迎の場面を劇化したものです。ふたつの堂を橋
で結んで、その橋を菩薩衆が練り歩きます。
　得生寺では、子どもたちが菩薩のすがたをして練り歩
きます。古くから会式の日には多くの人が集まり、「嫁
をとるなら糸我の会式」と言われていたようです。ちな
みに菩薩面を被った子どもが練り歩くのは、他に兵庫県
太山寺の練供養があります。
　和歌山県指定無形民俗文化財にも指定されており、県
内で会式を観ることができるのは、得生寺のみとなって

おりますので、
ぜひご覧くださ
い。
　また鐘楼も最
近落成し、見ど
ころとなってい
ます。

■健康講座のご案内ますます ！充実充実
心臓リハビリテーション！

当院では平成27年から心臓リハビリテーションを開設し、
心臓病をお持ちのたくさんの患者様にご利用いただいてい
ます。今年の４月からは新たに心臓リハビリの専門資格を

持つ医師が着任。
より強化されたチー
ムで心臓リハビリを
おこなっています。

　アンケートで希望の多い「おくすり」について、
　薬剤師による講座を開催します。
　興味のある方は、是非ご参加ください。
◇第７回講座
　　日時　5月9日（水）　14時～ 15時
　　場所　市立病院
　　テーマ　『薬の飲み方・管理法』
　　講師　西田 素浩（薬剤師）
　　問　医務課庶務係　℡82-2151問

さん じたい

なか ざ え もんぜんた

だにし ひろもと
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問　保健センター
　　℡ 82- 3223
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